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夏の虫亀集落 7

冬の虫亀集落（３ｍの豪雪地帯） 8
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古志の里Ⅱ 中條均紀写真集より

震災前の美しい楢木集落

古志の里Ⅱ 中條均紀写真集より

9

山古志の棟梁とのワークショップ 10

- 5-



基本姿勢

まず「山古志にふさわしい地域住宅のモデル」

基本姿勢

まず 山古志にふさわしい地域住宅のモデル」
を山古志の大工と検討し、その中で最も小さく、
最も安いものが約1千万円で建築できれば良い最も安いものが約1千万円で建築できれば良い

仕様仕様

地域住宅

復興復興
住宅

面積11

2005年10月 震災一周年2005年10月 震災一周年
山古志らしい住まいづくりの提案 12
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2005年10月 自立再建モデル住宅の提案 13

2005年11月 集落の方々への発表（仮設住宅にて）14
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2005年11月 集落の方々への発表（仮設住宅にて）15

2005年11月～2006年4月 山古志の大工への協力依頼16
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2005年11月～2006年4月 長岡建築協同組合の協力体制づくり17

2005年11月～2006年4月 長岡の設計者の協力体制づくり18
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2005年11月～2006年4月 建材メーカーへの協力依頼 19

2006年10月～11月 モデル住宅の完成（２年目）20
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2006年10月～11月 モデル住宅の見学会 21

2006年10月～11月 モデル住宅の見学会 22
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設計相談（モデル住宅にて） 23

工務店の紹介（山古志の家づくりを支援する施工者の会） 24
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建 費 自 資金建設費用と自己資金
25

実現した中山間地型復興住宅

26

- 13-



実現した中山間地型復興住宅の例 27

実現した中山間地型復興住宅の例 28
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実現した中山間地型復興住宅の例 29

下見板により改修された住宅の例 30
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公営住宅への展開

①集落ごと きめ細かく くる お年寄りを見守る①集落ごとにきめ細かくつくる →お年寄りを見守る

② 戸 戸建 主体 将来払 げ②二戸一、戸建て主体 →将来払い下げ

③ 戸 は 将来戸境壁を撤去し 戸建 にも③二戸一は、将来戸境壁を撤去し、戸建てにも

31

充実してきた菜園 32
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二戸一は将来戸建てに改修可能（桂谷団地） 33

６集落の集落再生の取り組み（集団移転での再生２集落）

集団移転も小規模住宅地区改良事業を採用 34
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楢木集落 集団移転による丘上がり 35

成⻑する住まい
- 18-



■地元推進体制・被災地内外の建設
支援体制 構築

再建者（住民）

支援体制の構築
再建者（住民）

建建材メーカー

長岡市

設計者施工者 37

◆ ある町で、年間約100⼾の新築需要 があったとします。
新築需要

60 40

100

100戸の住宅の内…平常時の想定
60 40

６０⼾

４０⼾
在来工法による地元の工務店の建設

４０⼾
プレファブ工法等による
その他の住宅供給者の建設

38
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◆ １０００⼾の復興住宅の供給が必要なまちを仮定します。

従来の供給方法では…

新築需要

60

1000

地元の工務店

従来の供給方法では60

60

地元の工務店

その他 ウスメ カ 等

940

940

その他ハウスメーカー等

940

39

◆ １０００⼾の復興住宅の供給が必要なまちを仮定します

仮に２倍の供給努力をしたとして…

新築需要1000

地元の工務店
120

12060

地元の工務店

その他 ウスメ カ 等

880

880940

その他ハウスメーカー等

880940

40
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◆ １０００⼾の復興住宅の供給が必要なまちを仮定します

全体の６割を目指すのなら…

新築需要1000

地元の工務店

体 を目指す

60 120 600

地元の工務店
（60 ％）

400600

その他 ウスメ カ 等

400600

940 880 400

その他ハウスメーカー等
（40 ％）

940 880 400

41

◆ １０００⼾の復興住宅の供給が必要なまちを仮定します

全体の６割を目指すのなら…

新築需要1000

地元の工務店

体 を目指す

120 さらなる供給⼒が
求められる数倍の供給⼒が必要

60 120 ＋480 600

地元の工務店
（60 ％）

＝400

その他 ウスメ カ 等

＋480
400

940 880 400

その他ハウスメーカー等
（40 ％）

940 880 400

42
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安くて・早くて・良質な住宅の大量供給が必要

在来工法による合理的な生産システムが必要在来工法による合理的な生産システムが必要

建設関連異業種・同業種の連携建設関連異業種 同業種の連携

川上から川下まで・⽇常の競合相⼿とのグループ
づくり

地元と他地域との連携

づくり

地元が主体になり、外からの⽀援を受けるグループ
づくり

43

復興住宅が完成したら、
その後の需要はなくなってしまう・・・その後の需要はなくなってしまう・・・

どうしましょうどうしましょう

・

廃業 可能性も

・・
廃業の可能性も

44
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仕事の継続 後継者の育成のために仕事の継続・後継者の育成のために
出来た住宅の維持管理をしていくため

にに

未完成の家づくり未完成の家づくり

⼩さくて、増築可能な成⻑する家

地域の生業の生態系の保全

持続可能な地域のものづくり

45

『 く ま 家』 プ ポ ザ『ふくしまの家』のプロポーザル

参加表明は５７団体

実際の応募者は５６団体実際 応募者は 団体

46
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福島県の広報対象団体：３３団体を選定47

←ヒアリング対象団体
１９団体/３３団体１９団体/３３団体

←広報対象のみの団体広報対象のみの団体
１４団体/３３団体

48
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49検討補助支援団体：８団体を選定

50
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資材
メーカー

宅建
業者

総会社数
／総業種数

年間供給
住⼾

林業・⽊材
事業者

代表
⼯務店

代表設計
事務所

主活動
地域代表者代表会社団体名

8社 10社 6社 4社 6社 100棟43社/14業種

7社

6社

15社

13社

8社

2社

9社

6社

2社

1社

―

―

69社/29業種

28社/5業種

15社 28社 24社 13社 6社 500棟183社/47業種

14社 4社 6社 7社 5社 600棟42社/10業種

4社

3社

22社

10社

4社

7社

5社

5社

3社

1社

―

―

41社/24業種

28社/7業種

仮にこの３団体においては、

42工務店で 400棟 を建設 3社

2社

0社

5社

7社

3社

5社

0社

社

0社 ―

8社/7業種

65社/10業種

務店で 棟 を建設

＝ 1工務店で 9.5棟 を建設

通常の約 倍の仕事量

検討補助支援団体：８団体を選定平均 7.4社 13.5社 7.5社 6.1社 3.0社 62.4社
/18.2業種

400棟
（1団体当たり）

通常の約2倍の仕事量

団体名 設計事務所 ⼯務店 林業・⽊材事業
者 資材メーカー 宅建業者 総会社数／総業種数 実績供給

⼾数／年
予定供給
⼾数／年

３３団体の企業内容と供給戸数

会津産⽊材供給連絡会 12 14 19 1 2 44 ／ 6 211 194
ふくしま中央建設共同企業体 12 35 7 18 27 125 ／ 13 311 753
福島県建築⼠会福祉⽀部 8 10 6 4 6 43 ／ 14 ― 100
奥会津IORI倶楽部 7 15 8 9 2 69 ／ 29 ― ―
福島県⽊造技術開発協同組合 3 7 8 5 3 0 ／ 0 12 80
安達太良匠の会 6 13 2 6 1 28 ／ 5安達太良匠の会 6 13 2 6 1 28 ／ 5 ― ―
福島復興再⽣住宅協会 15 28 24 13 6 183 ／ 47 360 500
福島森の遊学会 7 5 5 7 4 44 ／ 25 55 15
有限責任事業組合エフシーエム建築総合研究所 14 4 6 7 5 42 ／ 10 ― 600
地球と家族を考える会 10 7 7 10 1 48 ／ 25 35 30
ふくしま家づくりネットワーク 8 4 3 1 0 16 ／ 4 7 20
「次世代に なぐ家づくり」ネ ト ク ／「次世代につなぐ家づくり」ネットワーク 4 22 4 5 3 41 ／ 24 ― 500
福島県建築⼠会喜多⽅⽀部喜多⽅蔵活⽤推進委員会 4 4 2 2 2 27 ／ 10 8 22
ふくしま再⽣提案実⾏集団「くらし塾」 3 10 7 4 3 28 ／ 7 15 20
福島県建設業協会郡⼭⽀部 9 10 3 5 4 31 ／ 5 70 200
ふくしま復興住宅「だん」推進グループ 6 5 6 4 3 55 ／ 17 ― ―
みんなで「ふくしまの家」つくる会 10 19 9 4 6 51 ／ 8 100 82
ふくしま復興エコハウジング 3 3 2 4 3 14 ／ 10 10 5
遠野産業振興事業共同組合 2 5 3 0 0 65 ／ 10 ― ―
福島ふるさとのいい住宅づくり推進協議会 5 9 4 17 4 76 ／ 24 60 45
ふくしま建築集団 2 3 2 0 2 12 ／ 7 24 30
そうま復興住宅「ふくしまの家」建設グループ 4 3 2 3 1 18 ／ 10 34 15
いわき家ナビ 6 22 1 1 1 34 ／ 5 100 100いわき家ナビ 6 22 1 1 1 34 ／ 5 100 100
南相⾺市⼩⾼建設業建築協会 3 5 5 4 3 25 ／ 8 10 5
三春町住宅研究会 3 8 ― 9 3 30 ／ 10 17 24
そら・住まいる・リターンズ 3 10 4 5 5 39 ／ 15 72 1
全建総連福島（福島県建設労働組合連合会） 5 17 17 1 4 4588※ ／ 75※ 114 284
福島県建築⼠会⻘年委員会復興住宅プロジェクトチーム 4 6 4 5 3 32 ／ 13 31 75

復興住宅 会ファーストホーム復興住宅の会 6 2 4 4 3 25 ／ 16 85 12
福島有料住宅建設教会 10 12 2 9 7 25 ／ 16 157 160
ふるさと福島復興ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 6 10 2 5 3 41 ／ 20 50 50
NPO法⼈ 南⼭匠の会 3 17 2 1 1 19 ／ 16 16 39
相双「ふくしまの家」をつくる夢グループ 3 7 8 5 3 32 ／ 19 ― 100

計 206 351 188 178 124 ― 1964 4061

1.8倍の供給予定
実績と⽐較して

計 206 351 188 178 124 1964 4061 

平均 6.2 10.6 5.9 5.5 3.8 42.6 14 79 140
社 社 社 社 社 社 ― 業種 ⼾／団体 棟／団体
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３３団体の企業内容と供給戸数

設計事務所 ⼯務店 林業・⽊材
事業者

資材
メーカー

宅建
業者 総会社数／総業種数 予定供給

⼾数／年
実績供給
⼾数／年 ⽐率

最⼤ 15 35 19 18 27 183 ／ 47
360

（4588）
600

（75）
最⼩ 2 2 2 0（1） 0（2） 12 ／ 4 7 5

延数 206 351 188 181 124 ― ― 1974
（未記⼊8）

4060
（未記⼊4）

3 8 42 6 14 79 140平均 6.2 10.6 5.9 5.5
3.8
社

42.6
社

14
社

79
⼾/団体

140 
棟/団体 1.8倍

復 力 ある復興住宅づくり復元力のある復興住宅づくり

＜未完成の家＞ ＜成長する住まい＞＜未完成の家＞ ＜成長する住まい＞

地域型住宅ブランド化事業地域型住宅ブランド化事業

住宅のつくり手の仕組み
○日常の競合相手とのグループづくり

（ 建設関連異業種連携）
○地元が主体になり 外からの支援を受ける

長期優良住宅
○ 資産価値の高い住宅ストックの形成
○ 劣化・耐震・維持管理性、省エネ、バリアフリー

適正規模 景観形成など総合的な住宅性能 ○地元が主体になり、外からの支援を受ける
グループづくり「川上から川下まで」

適正規模、景観形成など総合的な住宅性能

「２００年住宅」

地域型住宅
○気候・地形、景観との調和、⽣活・⽂化の特
性を継承しながらつくる、質の⾼い居住空間整備

「地域適合型(HOPE計画)」
54
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